
島根県における 

市町村・大学等と連携した人材育成 

   

第７回地域保健対策検討会 
 

  平成２４年１月２７日＇金（ 
  会場：厚生労働省 

 

       

      島根県健康福祉部健康推進課 勝部かつこ 
 



◆人口：716,164人＇H２２) 

◆市町村数：8市10町1村＇H23) 

◆保健所数：７保健所＇H23) 

◆県保健師数：６６名＇H22) 

◆市町村保健師数：２６６名＇H22（ 
◆平成９年以降の新規採用保健師数 

       市町村 １５６名/２６６名＇ 58.6 ％ （ 
         県    ２０名/６６名＇30.3％（ 
◆県栄養士数１１名：＇Ｈ９年以降３名採用（ 
◆市町村栄養士数３８名＇嘱託含む（:＇Ｈ８年以降２９名採用（ 
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【島根県の地域保健活動の特徴】 
 

①地域ぐるみの取り組みの推進        ⑤継続した活動 

②住民参画・住民主体の組織的な活動   ⑥健康を支援する環境づくりの重視 

③地区診断の重視                ⑦保健所機能の重視  

④生涯を通じた健康づくり               ⑧市町村と保健所の連携 

 

島根県の概要 

１ 



  

人材育成に取り組むこととなった背景 
 

 

 

 

 

 ■保健師の採用状況と「新任時期の保健師支援プログラム」作成の背景 

 
     ・島根県は、地域を基盤とし、保健所と市町村が協働で保健活動を実施していたが、地域保健法（平成９年）施行以 
   降は、両者の役割分担が明確となり、協働の事業が減少した。継承もなかなかできにくくなっている。 
  ・介護保険法等の法改正に伴い、分散配置等がすすみ、新任保健師の指導体制が弱くなった。 
  ・市町村合併に伴い、担当エリアの拡大と業務分担制が強化され、地域を基盤とした活動が減少した。 
   
  ○上記の状況から、若手職員への継承が課題となったが、島根県は、小規模な保健所・市町村が多いため、共通のシステム 

         で新規採用職員研修を実施する方が効率的・効果的であった。 
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新規に採用された保健師数 

島根県 市町村 介護保険法 

地域保健法 

市町村合併 

５９市町村→２１市町村 

保健所 

地区担当制→業務担当制 

１０ＨＣ→７ＨＣ３支所 

７ＨＣ３支所→７ＨＣ 

２ 



【これまでの取り組み】 

    地域保健専門職員研修(H9～)・・・保健所を中心に 

         新任保健師・栄養士の育成研修(H10～) 

    業務別研修・・・各業務担当グループで実施 

【新たな研修体制の検討】 

  ①現任教育指導者研修(H17～) 

  ②中堅保健師・栄養士の事業化、施策化能力の育成研修(H18～)・・・保健活動企画研修 

   ③新任時期保健師支援プログラムの作成＇Ｈ18～（ 

       新任時期栄養士支援プログラムの作成＇Ｈ20～（   

   ④現任教育支援検討会＇H19～（・・・全県的に実施 

      目     的：新任保健師等の現任教育の課題を検討し、その体制整備に向けた取り組みを推進する。 

     メンバー：大学＇島根県立大学、島根大学（、師長会代表、市町村保健師代表、保健所長会代表、保健所保健 

                       指導担当者、保健環境科学研究所、本庁 

  ⑤島根県保健師伝承計画の策定＇H20（・・・県保健師協議会 

【関係機関との連携協力体制】 

   ： 保健所、市町村、大学、県研究所、県庁、関係者等 

人材育成の取り組みの経過 ＇地域を基盤とした活動の継承のために（ 
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【集合研修の体系】

区分 対象等 開催形態

総合研修
市町村・保健所職員・在宅
有資格者等の地域保健関
係者

各保健所単位で実施
年１回以上

採用後概ね３年未満の保
健師・栄養士等

４日間＇前期２日・後
期２日（

市町村・保健所の保健
師、栄養士で中堅的立場
＇概ね10年以上（にある者

研究研修、個別指
導、６名程度、期間６
月～２月

現任教育指導者、管理者
等

研修１～２回

業務別研修 保健医療福祉関係者 各研修年１～２回

地域活動支援育成
研修

食育ボランティア等
保健所実施
年１回

現任教育評価

キャリアアップ研修
＇階層別研修（

個別援助や日常の保健活動の中から気づいた健康問
題を地域の健康問題として捉え、事業化、施策化に発
展させることのできる能力を育成する。

中堅保健師等研修
〔保健活動企画研修〕

新たな課題に応じた保健福祉活動を展開するために必
要な知識・技術を習得するとともに地域の実情に応じた
効果的な保健医療福祉対策の推進に資することを目的
とする。

地域保健専門職員研修

研修名 目的

新任保健師等研修

現任教育指導者研修
新任時期の保健師支援プログラム等を活用し、指導者
として職場内でのスタッフの現任教育ができる能力を育
成する。

保健福祉行政の担い手として意識を確立し、地域で活
動を展開するための基礎的知識と技術を習得する。

現任教育支援事業
新任時期保健師及び栄養士支援プログラム等の活用
の推進と評価を行う。また中堅保健師の人材育成につ
いて整理・検討し、現任教育の推進を図る。

現任教育支援検討会＇年１回（
現任教育支援研修
現任教育関係団体等情報交換会
保健所・市町村現任教育支援連絡会

食育サポーター等育成研修

・難病患者支援従事者研修会
・母子保健専門研修
・栄養士等食育推進研修会
・健康関連データ活用研修
・特定健診保健指導研修会

機能強化のための基盤整備や、新たな専門的業務を
円滑に推進するための研修

地域保健活動に積極的な参加・協力が見込まれる人材
の知識・技術の習得を図るための研修

地域住民のニーズに応じた、保健・医療・福祉の総合的なサービスを提供できるよう、地域の実情に即した幅広い分野の研
修を実施することにより、市町村職員を中心とした地域保健関係職員、及び市町村等への技術支援やより専門性を求めら
れる保健所職員の資質向上を図り、地域保健対策の円滑な推進を図ることを目的とする。

自己啓発
職場内研修 総合研修
職場外研修 集合研修 キャリアアップ研修

派遣研修 業務別研修
地域活動支援育成研修

【全体研修体系】

【目的】 

＊保健師等：県及び市町村の保健師・栄養士 

４ 



現任教育支援体制の現状 

県：保健所保健指導担当者会議・現任教育支援検討会＇評価（＇県・保健所・大学・研究所）（連携（ 

保健所：地域保健専門職員研修会・保健所、市町村現任教育支援連絡会 

プリセプター 
＇直接の指導者、 

助言者、声かけ役（ 

指導者 

新任 

保健師 
報告 

連絡 

相談 

指導 

助言 

相談 
指導 

助言 

報告 

連絡 

相談 
指導 

助言 

保健活動企画研修 
＜９か月間の問題解決型研修＞ 

＇中堅者対象（ 

現任教育指導者研修 

＇指導者対象（ 

新任保健師研修 

＇新任者対象（ 

サポーター 

プリセプター研修 

＇中堅者対象（ 

個別・体制共にサポートする 

新任時期の保健師支援プログラム 
 直接指導：大学 

中堅保健師 

注釈：研究所＝島根県保健環境科学研究所 

保健所及び市町村 

係内、課内 
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名称
実施
主体

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 備考

新任保健師等研修

市
町
村
・
保
健
所

・オリエンテーショ
ン
・１か月単位のス
ケジュール作成

・年間目標設定
中間評価 最終評価

次年度計画策
定

＇事前準備（
・プリセプターの決定
・プリセプターの支援体制の整備＇役
割の明確化、育成方針・指導方針の
統一（
・担当業務決定＇地域全体がみること
ができやすい業務、個別支援に関連
する業務等（

プリセプター・指導
者研修

本
庁

研修：指導プログ
ラムに関する情報
交換、プリセプター
の役割検討

研修＆評価と
次年度計画検
討

・プリセプターの役割を所内で明らか
にして意思統一を図る。
・個別指導プログラム＇当面１か月毎
のスケジュール（の作成と評価

プリセプター&
指導者研修,連絡会

保
健
所

研修・連絡会
体制づくりの検討

研修・連絡会
上半期の状況につ
いて意見交換、後半
に向けて・・

研修・連絡会
次年度計画に
ついて検討

研修
・公衆衛生の基礎
・管内の保健活動
・その他

研修
・前半期終えて
・事例を通じて検討

研修
・１年間終えて
・次年度計画に
向けて
・事例をつうじ
て検討

・保健所・市町村相互の体験研修を検
討する。

・業務別の研修へ参加できるような配
慮をする。

新任保健師等研修
本
庁

前期研修
・個別支援

後期研修
・地域活
動

・個別、家族支援への責任ある対応が
できるようになる。
・地域活動の基礎を理解できるように
なる。

現任教育支援検討
会

本
庁

評価→会議 ・各機関の役割と目標を明確にする。

新規採用者研修(行
政研修（

自
治

研
修
所

前期研修 後期研修 ・行政職員として基礎の研修をする。

新任保健師等研修
保
健
所

中間評価の結果をうけて
研修内容の立案

前期研修内容や反応を参
考に、研修内容の立案

他市町村等の取
り組みを参考に、
実施可能な事項
について実施する

最終評価を受けて、研修
企画及び次年度計画に生
かす

市町村、保健所等で実施した内
容、意見等を参考にする。
年度末に、体制・プログラム等の評
価を行い、次年度に生かす。

結果を反映さ
せる

新任保健師を支援するために、各機関が実施する研修会・検討会の全体像 

■新任保健師の指導を効果的かつ円滑に実施するために、指導計画と本庁や保健所の研修及び検討会等をつなげて実施する。 

■年度末には、現任教育の実態把握及び評価のため、本庁・保健所・研究所・大学が一同に会し「現任教育支援検討会」を開催する。

６ 
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１．地域保健専門職員研修 
   対象：市町村地域保健担当者、保健所職員、在宅 

   内容：公衆衛生の動向と保健活動、管内の保健活動事例、事業評価について 

       震災からの学び、最新情報など 

２．保健所・市町村現任教育支援連絡会 
   対象：指導者・プリセプター 

   内容：支援プログラムの活用と支援体制など 

３．管内新任保健師等研修会＇活動交流（ 
   対象：管内新任保健師・栄養士等 

   内容：管内の健康課題、先輩の活動から学ぶ、乳幼児健診のポイントなど 

４．現任訓練 
   市町村事業＇乳幼児健診・発達クリニック等（・保健所事業＇心の相談、難病交流会（体験 

   調整・現場指導 

   

 

１．指導者・プリセプター、サポーター等の配置 

２．指導計画の策定 
   指導体制と役割分担、目標設定・指導内容等  

３．業務検討会、活動報告会等 
 

市町村における現任教育体制 

保健所における現任教育体制 

８ 



新任保健師指導計画＇市町村（＇実践例（ 現任教育支援事業＇主催保健所（＇実践例（ 

１．目的 

 ・早期に職場に慣れ、働く意欲の向上を図る。 

 ・不安感を持たずに、保健師として到達目標を持ち、楽しくやりがいを 

  もって保健活動ができる。 

 ・住民に対して明るく笑顔で対応できるようにする。 

２．期間 平成２０年４月～平成２１年３月 

３．指導体制 

  ・係長、現任指導担当者、プリセプターで指導担当者会を開催し、１年間 

   の指導方針、計画を作成する。 

  ・現任指導担当者、プリセプター及び新任者で１～２か月に１回カンファ 

  レンスを行う。 

４．役割分担 

＜係長＞ ・係内の指導体制づくり ・指導担当者の指名 

       ・新任者、プリセプターの業務及び地区担当の調整を行う 

＜指導者＞・教育目標の達成度を確認、係長と協議し指導方法の検討・調整 

        ・プリセプター、新任者への指導・助言 

＜ﾌﾟﾘｾﾌﾟﾀｰ＞・日々の業務、地区担当業務についての助言指導 

         ・月、週、日単位の業務計画を新任者と共に立て、評価 

         ・同伴訪問 

         ・教育目標の達成度を現任指導担当者に報告｡指導方法検討 

                     ・悩みへの対応、メンタルヘルスサポート 

                     ・係員への指導協力依頼 

＜係員：ｻﾎﾟｰﾀｰ＞・担当業務の指導助言 ・指導体制の検討 ・同伴訪問 

５．指導計画 

  ＜上半期＞、＜４～５月＞、＜６～１月＞、＜２～３月＞ 

   各期の計画を立てる 

 

  ＜新任者が実施する１年間の課題＞ 

    １．事例から３ケース以上サマリー作成 →学んだことを整理 

    ２．地域診断１ 

      担当地区の公民館を中心とした関係団体、組織の関係図の整理 

          ３．地域診断２ 

             業務を通じて連携している課、組織団体等の関係機関を把握し、 

      関係図の整理→ 年度末報告会の開催 

 

１．目的  

 新任保健師等の現任教育体制づくりを推進する 

２．内容 

＇１（現任教育支援連絡会 

  ねらい：新任保健師等の支援体制を検討する 

  第１回：現状と課題について情報交換をする 

  第２回：課題と次年度に向けて対応・支援について 

＇２（研修及び活動交流 

  ねらい：管内の新任同士のつながりを深め、お互いの活動等を 

       学びあう 

  第１回：今年度目標や業務の情報交換、コミュニケーション技術 

  第２回：新任者自身による企画 

        「私の働く町紹介」 
  第３回：先輩保健師から学ぶ、今年度の取り組みと次年度計画 

＇３（現任訓練 

  ねらい：各事業の理解、保健指導技術の向上、関係機関との連携等 

       について、業務を通じて学ぶ 

  ○保健所・市町村相互の体験研修＇乳幼児健診、難病相談・訪問等（ 
  ○新任保健師の各市町村の活動への参加調整 

＇４（各種研修等への参加 

  ねらい：地域保健活動を展開する上での基礎的な知識と技術を 

       習得する 

  ○各種研修会に業務担当にかかわらず新任保健師等への参加勧奨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Ｍ保健所：新任保健師を対象とした研修＇例（ 
 テーマ「地域活動と市町の健康づくり～地区担当活動をとおして～」 
 内 容：①先輩保健師が行ってきた活動紹介 

      ②意見交換 

        ・地区を担当する意味 

        ・担当地区での活動と市町健康づくり計画との関連等 

 意 見 

  ・地区活動の大切さがわかった。 

  ・今まで、地区をみることがなかったが、地区をみて活動をしていきたい。 

  ・自分の担当地区でどんな活動をするかばかり考えていた。もっと広く捉え他職種と 

   連携しながら取り組んでいきたい。 

  ・積極的に地区に出かけたい。自分の存在や役割を住民の方に知ってもらいたい。 ９ 



 【対象者】 

   ■県及び市町村に勤務する中堅的な立場＇概ね実務経験１０年程度（の保健師・栄養士 

 【研修期間】 

   ■９か月間＇６月～２月（ 

 【研修方法】 

  ■研修生が講師、所属の上司と協議の上、現在担当している実務の中から研修課題を決め、課 

    題を解決するために研究的手法を用いて、評価分析を行い、その結果に基づき事業提案をす 

        る課題解決型の研修。研修終了時に成果をまとめ、新たな提案を含めた企画書作成し発表。 

  ■島根県保健福祉環境研究発表会・公衆衛生学会等で成果を発表 

 【指導方法】 

  ■集合研修＇３回（と個別指導。１名の講師が１－２名の受講生を担当､実態分析から企画書作 

         成まで直接指導を実施 

 【指導体制】 

  ■島根県立短期大学部、島根大学医学部看護学科、保健環境科学研究所、保健所、本庁がそ 

    れぞれ役割を明確にして連携し実施 

 

保健活動企画研修事業の概要 
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研修生 島根大学医学部看護学科 

島根県立短期大学部 

 

保健所 市町村 

保健環境科学研究所 

健康推進課 

相談 

支援 
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談 
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援 

・ 
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導 

助 

言 

相 

談 

相談 

指導 

◆個別指導＇目標、計画策
定、実施、評価、発表等（ 
◆研修成果に関する評価 

◆研修生への直接指導、進捗管理 

◆研修生、講師、職場、保健所間の
調整 

◆統計等に関する直接指導 

◆研修評価と新たな事業提案 

◆研修事業の予算確
保、企画、調整、運営 

提案 

保健企画研修の評価 

↓ 

新たな研修の提案 

助 

言 
調整 

◆研修しやすい環境づくり 

◆必要に応じて指導 

◆研修成果の評価 

◆研修成果の職場内への波及 

◆職場内の研修生だけでなく、管内の研修生に
ついての必要に応じて指導、相談に応じる 

◆研修成果の管内への波及 

保健活動企画研修実施体制 
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 ◆新任栄養士の育成期間 

   ・２年間 

 ◆対象 

   ・県と市町村で働く栄養士 

 ◆内容 

  ・新任栄養士と指導者が協働で活用することを基本とする。 

   ・｢新任時期の保健師支援プログラム｣をベースに作成。 

   ・基本的能力、行政能力、専門能力に整理し、このプログラムでは主に専門能力について 

       記載する。 

   ・新任者が自分の立ち位置を理解し、業務の整理ができるための業務体系図を作成する。 

 ◆活動の到達目標 

  「地域全体の健康を向上させること」を目的に、個人・家族、グループ、地域へと活動を双方
向に発展させ、「誰もがエンパワーするように働きかけをし、住みよい地域づくりをめざす」 

 ◆3年目までの目標 

  ①個別やグループ支援から地域の課題が整理できるようにすること。 

   ②関係団体の活動を地域課題にそって、整理することができること。 

   ③地域の実態を反映した事業提案ができること。 

   ④地域づくり活動の具体的な展開方法が理解できること。  

新任時期の栄養士支援プログラム 
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１．期間   1年間 

２．専門能力の到達目標   

  食育ボランティア育成の企画案を作成できる。        【指導体制】 
  個人・家族・集団に対して適切な栄養指導ができる。 

３．評価方法 

 1（日常的な評価 

  ・保健事業や家庭訪問などを実施する際には、新任者 

   と実施前、実施後に話し合いを行い、課題を明らかに 

   し、達成状況を確認する。 

 2（総合的な評価 

  ・新任者とﾌﾟﾘｾﾌﾟﾀ―は評価チェックシートを活用し、3・ 
   6・12ヶ月毎に自己評価する。また、指導責任者と達 

   成状況を確認し、成できていない点についてはその 

   理由と解決策を考え、達成するための方法を明確化 

   する。 

）新任者は6ヶ月後、12ヶ月後の自分の目標を設定する。 

 

  【保健所の支援】 

・市の指導計画について助言があり、安心して、自信 

 をもって取り組める 

・管理栄養士の役割モデルとしての期待 

・管理栄養士の専門能力の育成指導 

・健康教育担当の保健師と管理栄養士の企画力のアップ 

 

◆指導体制の確立→事務分掌に明記 
◆指導者の指導能力 
  企画力→企画研修に参加 
  マネジメント力→定例ケース検討会 
◆指導のノウハウ→県のマニュアル 

担　　当 役　　割

指導責任者（係長）
指導計画の責任者
指導評価

指導者（ﾌﾟﾘｾﾌﾟﾀｰ） 直接の指導者
日々の業務の指導助言

サポーター（係員）
担当業務の指導助言
同伴訪問

栄養士育成ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ
（保健所栄養士）
（地域活動栄養士)

専門的知識･技術の指導
職業上の役割モデル

Ｏ市の新任栄養士指導例 
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ま  と  め 

 

 

○島根県の保健師栄養士の現任教育の特徴 
 １．重層的に実施 
    *県単位・保健所単位 
          *新任期・中堅期・プリセプター・指導者 

 ２．大学・研究所との協働 

○支援プログラムの特徴 

 １．「個別支援」、「グループ支援」が「地域づくり」と発展する内容である 

   ２．保健師・栄養士が身につけるべき技能について網羅的に整理し、到達度が評価 

      できる仕組みになっている。 

 

【今後に向けて】 

■全県で取り組むこと 
 ・プリセプターが自信をもって指導できるような支援＇研修等（をする 

 ・事業の評価と事業の継続実施 

■保健所で取り組むこと 

  ・現任教育体制の確立 

   ・保健所での研修の継続と充実 

  ・市町村人材育成計画＇専門職編（の作成・支援 

  ・小規模町村に対する支援 

■市町村で取り組むこと 
  ・現任教育体制の確立 

）各研修会・検討会で支援プログラムを説明し、具体的に活用を推進する。 
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